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ソン」を実施することとした。（「教養マラソン」とは 1 年間に読書感想文 3 冊以上、美術鑑






















































































実施時期：2018年 7 月末、2019年度 7 月末
質問紙の構成：日本語表現Ⅰのシラバスの学習に基づき質問項目　12問






















































































































（必修科目）には日本語検定試験受験を推奨した。該当するレベルは 2 級又は 3 級とし、受験
するレベルは学生の自己選択とした。
2018年度は受験が徹底できない学科もあったが、 2 級受験者:87名、 3 級受験者：62名で
あった。 2 級合格者はなし、準 2 級合格者（2級受験者のうち準 2 級相当と認められた者）
7 名、 3 級合格者:13名であった。2019年度は 2 級受験者:48名、合格者：準 2 級合格： 1
名、 3 級受験者：58名、合格者45名であった。
2018年度に 2 級も受験者が 3 級受験者に比べて多かったのは 2 級合格者には資格取得奨励
金が授与されるためかと考えられ、2019年度には 3 級合格者にもそれ相当の奨励金を授与す
ることにした結果、学生は 3 級の受験を選択するものも増えたと科目担当者は述べている。
2 年間で受験者数が異なるが、 2 級の合格者はなく準 2 級合格者は 7 名から 1 名と減少し、
3 級においては2018年度の合格者は13名、2019年度は45名と大幅に増加した。その合格率
は77.6％と高く、一定の効果があったと言える。日本語検定試験は 1 級から 7 級まであり、
6 分野（敬語、文法、語彙、言葉の意味、表記、漢字）の日本語力を総合的に計る検定試験
である。本学の日本語表現Ⅰ、Ⅱで扱うのは主に 6 分野の応用的な事柄であり、日本語検定
試験の内容に一致しているとは言い難い。総合的な能力を図るメルクマールに使用していた
が、今後は本学独自の試験を作成することも検討する必要があろう。
３．今後の課題
2 年間の学生自己評価アンケートからの考察を述べたが、「日本語表現Ⅰ、Ⅱ」の短期大学
部基礎教育科目における新しいシラバスの今後の課題について述べたい。
まず、日本語表現の授業担当者を当該学科の教員が担当できることを目指し、授業の教師用
マニュアルも作成し、基本的な事柄の教員間での共通認識での授業展開の計画であったが、現
在はビジネス社会学科においてのみの実施にとどまった。製菓学科は専任教員の持ちコマ数の
関係上、非常勤教員が担当し、また歯科衛生学科は新設学科であることの縛りがあり他学科専
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任教員の兼担とせざるを得ない状況である。ベーシックセミナー、卒業論文の作成、その他の
関連科目との関係上からも学科専任教員が担当することが望ましいと考える。
成果と言えることは学生の「日本語表現」に関する意識を植え付けられた点にあるのは、ア
ンケート項目の「文章を書く目的を理解している」「文章を正確に読み、理解することができ
る」の項目の自己評価が 2 年間のアンケート結果が示している。理解に関する項目に関して
は技術習得に関する項目より高評価であった。すなわち技術習得に関する項目は残念ながら低
評価であり、文章を要約することに関しては評価が低く、要約する力はついていないことを示
唆している。原因については学生にヒアリングをする必要があるが、恐らく授業時間内だけで
は習得することができない為であろうと推察する。授業担当者は課題等で補足を試みてはいる
が、学生の積極的な学習意欲がなければ身につかない力でもある。本学では「教養マラソン」
（1年間に書籍を読み感想文を作成する。芸術等の鑑賞でのレポートを作成する。）を実施して
いるが完走する学生は 1 年間に数人であり、読書の習慣をつけることに苦慮している。技術
習得の項は内容を厳選し、2020年度のシラバスにおいては各項目に 2 回分の授業時間を確保
するように修正を加えた。
文章を読み、要約する力、レポートを作成する力は社会人として仕事をする場面において、
重要な力の一つである。この力をつけるきっかけとしての日本語表現力（特に読む・書く力）
を確実に習得させるための方策を検討し、実施していきたいと考える。また、「日本語表現Ⅱ」
の授業に関しては「日本語表現Ⅰ」の展開と位置付けているが、基礎的な部分を核に「日本語
表現Ⅰ、Ⅱ」を通して基礎力の習得を目標にしたシラバス構築を検討することも一案であろ
う。現状では、関連科目との連携も十分には計られていない。今後関連科目のシラバスと十分
な連携を図り、学生が実際に文の作成に時間を充てる学習スタイルを確立することも検討する
必要があろうと考える。
コロナ禍にある現在では対面での意思疎通は難しく、画面を通してのコミュニケーション、
メールや文書を介してのやり取りが主となっている。アフターコロナの社会では、以前の対面
を主としたコミュニケーションの社会にはなかなか戻らず、コミュニケーションの形は新しく
ならざるを得ないと多くの専門家は述べている。それがどのようなものであるかは不明な部分
が多いが、コミュニケーションの方法には文字や図表・絵などを介したものが増えると推察さ
れる。今後の社会においてはより一層、文章を正確に書き、正確に読み取る能力は不可欠なも
のになると思われる。また、急速な通信手段の発達により、世界が狭くなり、外国人とのやり
取りが急速に増えるであろう。語学力が必要なことは言うまでもないが、翻訳機能の発展によ
り瞬時に外国語が自国語に変換され、誰でもが外国人と遠隔で話をする機会が増える。そのよ
うな社会においては正確な日本語を書き、読み、話し、聞く力を養うことはより一層重要な課
題となる。
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